
あ
あ

す
。
そ
の
店
で
は

（
奈
良
情
報
商
業
高
校
ス
タ
ッ
フ
）

今
も
そ
の
文
化
と
技
術
を
受
け
つ
ぐ
四
軒

思
い
ま
す
。

（
高
田
商
業
高
校

Ｙ
）

高校生の人権広報誌
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編集 “Freedom”編集スタッフ

発行 奈良県高等学校人権教育研究会

毎月 11日は「人権を確かめあう日」

※
「
高
解
研
」
は
奈
良
県
高
等
学
校
解
放
研
等
連
絡
会
議
の
略
称
で
す
。

体験と交流の夏、活動と発表の秋 ―“Freedom”に集おう！

第
一
回

高
解
研

研
修
交
流
会

桜
井
市
で
開
催
！

私
は
昨
年
の
七
月
三
十
日
に
鶴
橋
コ

リ
ア
ン
タ
ウ
ン
の
現
地
研
修
会
に
ヒ
ュ
ー

ラ
イ
ツ
部
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
私
は
「
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
」
の
存

在
す
ら
知
ら
な
く
て
、
本
当
に
こ
の
研
修

で
は
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
午
前
中

は
鶴
橋
の
駅
周
辺
を
探
索
。
チ
マ
チ
ョ
ゴ

リ
な
ど
の
民
族
衣
装
店
の
色
鮮
や
か
さ
に

は
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
雑
貨
や
食
材

店
を
見
て
、
文
化
を
感
じ
取
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
鶴
橋
は
、
電
車
か
ら
降
り
た
時

か
ら
す
で
に
雰
囲
気
が
違
っ
て
い
て
、
一

言
で
言
い
換
え
る
な
ら「
に
ぎ
や
か
な
街
」

で
す
。
次
に
メ
イ
ン
と
な
る
御
幸
森
神
社

や
百
済
門
の
あ
る
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
に
行

っ
て
商
店
街
を
歩
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

キ
ム
チ
や
チ
ヂ
ミ
な
ど
の
韓
国
な
ど
で
は

お
な
じ
み
の
食
品
が
置
い
て
あ
る
店
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
日
本
に
は
な
い
よ
う
な
食

文
化
を
目
で
見
て
感
じ
と
れ
、試
食
も
し
、

と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

先
生
が
「
異
文
化
交
流
の
家
」
へ
案
内
し

て
く
れ
ま
し
た
。
見
た
目
は
お
土
産
屋
さ

ん
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
は
韓
国
の
お
茶

も
飲
む
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
私
が

一
番
驚
い
た
の
は

お
茶
を
頂
い
た
場

所
が
韓
国
の
一
般

家
庭
の
よ
う
な
風

景
だ
っ
た
こ
と
で

あ
た
か
も
「
そ
こ
に
住
ん
で
る
」
よ
う
な

気
分
に
さ
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
お
昼

は
先
生
が
焼
き
肉
を
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ

た
り
し
て
と
て
も
楽
し
い
研
修
で
、
自
分

の
国
と
は
違
っ
た
物
を
学
び
、
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
研
修
で
し
た
。

今
年
一
回
目
の
高
解
研
の
研
修･

交
流

会
が
、
六
月
二
七
日
（
日
）
に
桜
井
市
中

央
公
民
館
で
、
五
校
十
三
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、午
前
中
は
ネ
ッ
ト
、ケ
ー
タ
イ
、

裏
サ
イ
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
見

た
り
、
質
問
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
た

り
し
て
研
修
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
カ
レ
ー
を
作
り
、

ナ
ン
を
焼
い
て
、
昼
食
と
し
て
み
ん
な
で

食
べ
ま
し
た
。
作
る
の
は
大
変
で
し
た
が

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
他
校
の
人
と

の
混
成
の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
が
、
各
グ
ル

ー
プ
と
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
ば
っ
ち
り
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
各
校
の
解
放
研
や
人
権

ク
ラ
ブ
の
活
動
の
交
流
を
し
ま
し
た
。
人

数
の
多
い
と
こ
ろ
、
一
人
で
活
動
し
て
い

る
と
こ
ろ
と
様
々
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
し
て
活
動
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
り

ま
し
た
。

大
阪
府
に
あ
る
大
阪
人
権
博
物
館
（
リ

バ
テ
ィ
お
お
さ
か
）で
七
月
二
五
日（
日
）、

高
解
研
夏
期
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

午
前
中
、
私
た
ち
は
「
渡
辺
村
」
に
つ
い

て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
兼
ね
て
勉
強
し

ま
し
た
。

「
渡
辺
村
」
と
は
近
世
・
近
代
と
皮
革

生
産
が
さ
か
ん
で
あ
る
一
方
、
死
牛
馬
の

皮
を
扱
う
こ
と
で
被
差
別
民
と
い
う
差
別

も
受
け
た
村
で
す
。
古
く
は
大
阪
城
の
周

辺
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
強
い
差
別

を
受
け
な
が
ら
、
立
地
の
悪
い
旧
十
三
間

堀
川
（
じ
ゅ
う
さ
ん
げ
ん
ほ
り
か
わ
）

付
近
に
約

三
〇
〇
年
前
移
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
は
実

際
に
渡
辺
村
の
外
枠
を
ぐ
る
っ
と
一
周
し

て
み
ま
し
た
。
現
在
は
大
き
な
団
地
と
な

っ
て
い
る
こ
の
地
域
で
す
が
、
大
阪
・
市

中
と
渡
辺
村
を
つ
な
ぐ
道
は
一
本
だ
け
し

か
な
か
っ
た
と
い
う
厳
し
い
状
況
も
伺
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
皮
革
生
産
が
さ
か
ん

な
こ
の
村
は
太
鼓
が
有
名
で
、
バ
ス
停
も

太
鼓
に
ち
な
ん
だ
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
戦
中
は
武
器
作
り
に
大
き
く
貢

献
し
、
わ
ざ
わ
ざ
地
方
か
ら
注
文
が
入
る

ほ
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

一
七
世
紀
に
大
阪
城
の
時
太
鼓
を
つ
く
っ

た
平
八
を
祖
先
と
す
る
太
鼓
屋
は
、
一
九

世
紀
に
活
躍
し
た
太
鼓
屋
又
兵
衛
に
よ
っ

て
皮
革
問
屋
と
し
て
の
地
位
を
築
き
、
鳥

取
城
の
時
太
鼓
を
作
り
、
そ
れ
は
国
の
重

要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

太
鼓
屋
又
兵
衛
の
広
大
な
屋
敷
跡
は
玉
姫

公
園
と
な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
（
写
真
）。

い
る
そ
う
で
す
。

太
鼓
の
職
人
は
武

器
を
作
る
職
人
で

も
あ
り
、
そ
の
重

要
性
か
ら
時
の
為
政
者
に
よ
り
逆
に
差
別

を
受
け
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
地
域
の
若
者
た
ち
は
差
別
に
立
ち
向
か

う
た
め
に
も
太
鼓
の
演
奏
家
と
し
て
立
ち

上
が
り
、
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。

午
後
は
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
障
害
者
、
ア

イ
ヌ
民
族
、
在
日
コ
リ
ア
ン
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
に
つ
い
て
、
展
示
を
見
て
学
習
し
ま
し

た
。私
は
リ
バ
テ
ィ
大
阪
の
展
示
学
習
で
、

在
日
コ
リ
ア
ン
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

日
本
が
勝
手
に
朝
鮮
を
支
配
し
、
財
産
や

土
地
を
奪
い
、日
本
に
徴
用
さ
れ
た
結
果
、

視
力
を
も
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
方
が
お
ら

れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
日
本
は
コ
リ

ア
ン
に
ひ
ど
い
仕
打
ち
『
植
民
地
支
配
』

を
し
て
き
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
今
で

も
そ
の
名
残
が
あ
り
、
い
わ
れ
の
な
い
差

別
を
受
け
な
い
た
め
に
、
在
日
コ
リ
ア
ン

の
方
は
自
分
の
名
前
を
隠
し
て
生
活
し
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
全
体
で
、
在
日
コ
リ

ア
ン
、
障
害
者
、
ア
イ
ヌ
民
族
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
の
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
み
ん
な
同
じ
人
間
で
、
人
と

し
て
同
じ
権
利
を
持
っ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
差
別
を
す
る
こ
と
は
恥
ず
べ
き
行
為

で
す
。
私
は
一
日
も
早
く
こ
の
現
状
に
気

付
き
、
み
ん
な
で
何
か
行
動
す
べ
き
だ
と

鶴
橋
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
研
修
会

大
宇
陀
高
校
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
学
校
で
の
研
修
会
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
体
験
記

高
解
研

夏
期
研

の
太
鼓
屋
が
こ
の

地
域
に
は
残
っ
て

修
会



全国高校生集会に参加して 郡山高校スタッフが、集会の参加記と自分の思いを寄せてくれました

み

部分

車

プル

プ

プ

こ

こと

み

以

私

を買

回収

して

協

昨年の８月、僕は長崎で開かれた全国高校生集会に行ってき

ました。全国高校生集会とは、全国各地の被差別部落に住む高

校生、つまり、「部落民」の高校生が集まり、自分たちの考え、

活動などを話し合い、深めあうのを目的とした集会です。僕の

父と母は被差別部落出身で、その子どもの僕も「部落民」です。

僕はこのことをものごころがついた時から知っていましたが、

集会に来ていた人の中には、それまで「部落民」を差別してい

たのに、自分が「部落民」だと知って、あまりにもショックで

自殺しようとした人もいました。全国から集まった 1000人を超

えるたくさんの仲間との話し合いは、僕にとってとても新鮮な

ものでした。

集会は３日間にわたって行われ、1日目は長崎の話を聞きまし

た。長崎では１９４５年８月９日の原爆投下により、「部落民」

はいっそう差別を受け、ひどい生活に追い込まれました。その

差別というのは、原爆投下の際、「部落民」は医者に診てもらう

こともできず、ほったらかされて土に埋められ、上からコンク

リートで道を造られたというものでした。平気で人を土の中に

埋めて、その上から道を造ることがなぜできたのだろうかと僕

は思いました。なぜ、僕たち「部落民」はそんなひどい、人間

らしからぬ仕打ちを受けなければいけなかったのでしょうか。

僕は、僕たち「部落民」も「部落民」でない人達も、自分の言

っていることと、やっていることが果たして本当に正しいのか、

もっともっと考えるべきだと思います。お互いが手を取り合っ

て話し合えば、お互いがもっと生活しやすくなると思います。

２日目は朝の７時から、夜の９時まで話し合いが続きました。

その中で、高校３年生のＡさんが自分の経験を話してくれまし
た。Ａさんの話は、「差別をされるのが嫌なために、自分も差別

※ 全国

張る

習を深めているからこその表現です。あえてそう表現した

プルタブ回収 車椅子寄贈運動とは？

*** 奈良情報商業高校スタッフ

なさんは、日常何気なく飲まれている缶ジュースや缶コーヒーなど

（プルタブ：アルミ製）で、車椅子を贈れることを知っていますか

椅子などを贈るために飲料缶のプルタブを集めることをプルタブ回

タブ1個の重さは0.4ｇです。

ルタブをどのくらい集めれば車椅子1台を贈れると思いますか？

ルタブを200万個程度（アルミ資源800ｋｇ相当）で車椅子 1台寄

こで豆知識、1983 年にラジオ番組で、飲料缶のプルタブを集めると

ができるという話が、全国的にひろまったといわれています。

なさんは、なぜアルミ缶のフタを集めるのか理由を知っていますか

1つめの理由は、缶本体から切り離され、ゴミとしてポイ捨てされ、

たこと

2つめの理由は、アルミは、スチールに比べて、引き取り価格が高

3つめの理由は、缶全体を集める場合と違って、洗浄などの必要がな

気軽に集められること

上の理由です。（もちろんアルミ缶本体の回収もあります）

たちの学校では、車椅子を贈るためにプルタブ回収をしています。

うと、6～7 万円ぐらいします。みなさんが、飲んだ後の缶を捨てな

に協力してくれれば、小さな力が大きな力になって車椅子が贈れる

ください。

力してくれる方は、奈良情報商業高校の人権クラブまで連絡してく

（電話：0744-42-4014 人権クラブ顧問の村嶋
をしていた。」というものでした。中学の時、放課後に希望者

が集まって人権について話し合うという活動が行われ、Ａさ

んはその活動に参加したかったのですが、もし参加すれば自

分が「部落民」とバレて差別されるかもしれなかったので、

周りの友達と一緒に参加者を白い目で見ていたのです。しか

し、差別するのはとてもつらく、学校に行かなくなったとい

うものでした。

僕は、自分のことは出来るだけ隠さないでいようと思って

います。それでもやはり言うのには少し躊躇(ちゅうちょ)しま

す。やはりそれだけ「部落民」という肩書きは僕たちにとっ

て重たいものとなっています。僕達は一生この肩書きを背負

います。また、結婚することによって、相手や子どもにその

肩書きを背負わせることになります。そして、その肩書きは

部落差別がなくならない限り一生背負わなければなりませ

ん。僕はそのことが耐えられません。自分の大切な人が自分

のせいで不幸な目に遭うなんて、考えるのも嫌です。だから、

僕はなんとしても部落差別をなくさないといけないと思って

います。

３日間の中で僕が学んだことは、「差別は今でもなくなって

いない。」ということです。奈良県は水平社始まりの地でもあ

るので部落解放運動が進んでいて、差別に関わることが少な

く、差別を受けることも今までほとんどありませんでした。

しかし、他県では友達と遊ぶことや、学校に行くことさえも

ままならないほどひどい部落差別が起こっています。差別は、

される方は怖くておびえなくてはいけないし、する方にも嫌

な気持ちを引き起こします。する方もされる方も両方が嫌な
思いをする部落差別を早くなくしていきたいと思います。

頑

学

高校生集会は、1969 年にはじまった「部落解放奨学生全国集会」を前身とし、差別と向き合い、差別をなくそうと

若い世代の交流の場として、毎年各地で開催されています。また、この作文の中の「部落民」という表現は筆者が
その意味も、皆さんに分かって欲しいと思います。
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より ***

飲料缶の飲み口

？

収といいます。

贈できます。

車椅子に換える

？

散乱しやすかっ

価であったこと

く、かさばらず、

ふつうに車椅子

いで、プルタブ

ので、ぜひ協力

ださい。

先生、藤岡先生）

編
集
後
記

◆
フ
リ
ー
ダ
ム
も
第
四
号
を
数

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
は
、
奈

良
情
報
商
業
高
校
・
高
田
商
業

高
校
・
郡
山
高
校
の
三
校
、
十

二
名
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
募
集

中
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
。
で
も

昨
年
度
の
ス
タ
ッ
フ
の
原
稿
で

未
掲
載
の
も
の
も
あ
り
、
進
行

中
の
企
画
や
原
稿
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
う
れ
し
い
悲
鳴
で
す
。

◆
な
お
前
号
で
予
告
し
て
い
ま

し
た
帝
塚
山
高
校
ス
タ
ッ
フ
の

「
職
業
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

は
、
編
集
の
都
合
に
よ
り
次
号

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
執
筆
者
な
ら
び
に
読
者
の

皆
様
に
深
く
お
わ
び
し
ま
す
。

発行）

)5568

先生また

います。


